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1 はじめに 
近年，オブジェクト指向分析設計の手法としてユースケ

ース（use case）が使用されるようになった．ユースケー

スとは，システムが果たすべき機能をユーザレベルで記述

したものとして，システムの外部仕様を表現するのに使用

される． 
ユースケースの内容を具体的に記述したものがユースケ

ース記述となる．ユースケース記述ではアクターとシステ

ムのやり取りを 1 ステップずつ記述する．チームによるユ

ースケース設計における最大の障害は，整合性の欠如であ

る．これは，アイデアや手法が，プロジェクトが進行する

に従って進化しているからである．また，人々は，単に異

なるアイデアを持っているだけでなく，その表現方法も異

なる．[1] 
オブジェクト指向によるモデリングの難しさは適切なク

ラスの抽出にある．ユースケース記述からシーケンス図に

よる分析を踏まえてクラス図を定義する場合，ユースケー

ス記述における単語の統一，能動態の使用，文における主

語の明確化等の整合性が取れていないと，複数人で分析作

業を行う際に，クラスの責務の不統一やメッセージの意味

の不統一が生じ，クラスの抽出がより一層難しくなる． 
[3]では，ユースケース記述の整合性およびクラス抽出に

着目し，チームにおけるユースケース記述推敲方法を提案

した．本稿では，[3]で提案した推敲方法での単語の使用用

途を定める手法を変更し，推敲を実践する．また，システ

ム設計を行う場合には、ユースケースを作成する前に，ユ

ースケース記述で使用する用語の一覧(以下，用語集)を作成

することがある。よって、用語集を作成した場合としなか

った場合の不整合の比較を行う． 
2 ユースケース記述の整合性を欠く原因 
この章では，ユースケース記述の整合性を欠く原因と整

合性を欠いた場合に，クラス抽出にどのような問題が発生

するか記述する．これらの問題が発生すると，複数人でシ

ステム設計を行う場合だけでなく，個人でシステム設計を

行う場合にも適切なクラス抽出の妨げになる． 
2.1 書式の不統一 
ユースケース記述は短く明確に，読みやすいように記

述しなければならないが，ユースケース記述には決まっ

たスタイルが無いため，設計者のスキルによって表現方

法が変わる．[2] 
この場合，ユースケース記述を読み取る際の誤解の原

因となる．また，複数人でシステム設計を行う際の意思

統一の妨げになり責務，名称の不統一につながる． 
 

2.2 単語の不統一 
ユースケース記述は複数人で作成するため，各々が使

いやすい単語を使用する．そのため，同じ単語が異なる

概念を表現し，異なる単語で同じ概念を表現する． 
この場合には，シーケンス図のオブジェクト名，メッ

セージ名が統一されないため，クラスの名称やメソッド

の名称を統一することが出来ない． 
3 不整合に対する解決方法の提案 

3.1 形態素解析を利用した単語の抽出 
ユースケース記述は一般的に自然言語で書かれている

ため，分析には自然言語処理の技術である形態素解析を

用いる．形態素解析によって，ユースケース記述の単語

（名詞，述語）の抽出を行い，その単語を使用している

ユースケース，ステップが確認できる単語一覧表を作成

する．  
3.2 単語一覧表を用いた書式と単語の統一 
次の作業を，4.1 節で作成した単語一覧表を元に手動

で行う． 
使用頻度の高い単語からユースケース記述およびステ

ップと照らし合わせ，その単語の使用用途を定める．使

用用途の定め方は名詞と述語で異なる方法で行う．ただ

し，単語の使用用途を定める際に，同じ単語で異なる使

用用途の単語が合った場合には，その単語を不一致とす

る．全ての単語を確認し終わった後に，不一致の単語と

同じ使用用途の単語がないか確認する．あった場合には，

その単語に変更し，なかった場合には新たに単語を作成

する． 
名詞の場合には，確認した名詞の中に同じ使用用途が

ある場合には，その名詞を記述する．無い場合には，そ

の名詞自身を使用用途とする． 
述語の場合にも，名詞の場合と同様に使用用途を定め

るが，その述語に対応する目的語も抜き出し，目的語が

サ変接続の名詞の場合には，目的語を述語とするか考慮

する．例えば，「アクターが商品の変更を行う．」となる

ステップが合った場合には，述語として「行う」が抽出

され，確認した単語の中に同じ使用用途がない場合には，

「行う」が使用用途となるが，それに対応する目的語が

「変更」となり，サ変接続の名詞なので目的語が述語に

なりえるため，「アクターが商品を変更する．」となる． 
また，受動態の述語を能動態に統一し，「～し，～する」

の様に文を区切っている場合には，ステップを 2 つに分

割し，主語を付け加えることにより書式を統一する． 
3.3 チームでの推敲 
複数人で推敲を行う場合には，書式の統一を代表者が

行う．また，各々が単語の使用用途を定めた単語一覧表

を作成する．それらを比較したデータを元に相談するこ

とにより単語の統一を行う． 
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3.4 推敲の手順 
4.2 節で提案した推敲を図 1 に示す手順で行う．図 1

の水色の矢印はツールを用いて自動的に行うものとし，
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白色の矢印は手作業で行うものとする． 
1. 要求仕様書からユースケース記述 A を抽出する。 
2. ユースケース記述 A から単語を抽出し、単語一覧表

A を作成する。 
3. 単語一覧表 A を元に書式の統一を行い、ユースケー

ス記述 A を訂正し、ユースケース記述 B を作成す

る。ただし、名詞の場合には、書式の統一は行わな

いものとする。 
4. ユースケース記述 B から単語を抽出し、単語一覧票

B を作成する。 
5. 単語一覧表 B を元にそれぞれの単語の使用用途を

定め、単語一覧表 C を作成する。チームで推敲を行

う際には、単語一覧表 C を比較する。 
6. 単語一覧表 C を元にユースケース記述 B を訂正す

る。訂正する単語が無くなるまで 4~6 の作業を繰り

返す。 
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図 1 推敲の手順 

4 推敲の実践 
この章では，提案した推敲方法を実践する．ここでは，

既存の表ツールを利用して、個人で推敲を行う．

4.1 使用する要求仕様書 
情報実験Ⅱにおいて，ある 2 つのグループが作成した

要求仕様書を用いる．情報実験Ⅱは，本学科 3 年を対象

とした授業であり，グループワークによるソフトウェア

開発を行っている．このグループは，自動販売機シミュ

レータの開発を担当している．このソフトウェアでは，

ロジック部分とシミュレータと呼ばれるユーザインター

フェース部分の区切りを明確にし，ロジック，シミュレ

ータ間をオブジェクトのやり取りで表すものである．要

求仕様書の段階での規模を表 1 に示す．総ステップ数と

は，ユースケース全体のステップ数の和である． 
グループ A では開発を第一期（シミュレータ）と第二

期（ロジック）に分けて行ったため、グループ A と B に

規模の差が生じた。また、グループ A には用語集を作る

ことを義務付けた。 
表 1 ユースケース記述の規模 

グループ 用語集 ユースケース数 総ステップ数

A 有 37 77 
B 無 58 164 

4.2 書式と単語の統一 
5.1 で提示した要求仕様書の書式と単語の統一を行う． 

この推敲を述語の単語一覧表を用いて 2 回行った結果，

表 2 を得ることが出来た．ただし，重複数は異なる単語

で同じ使用用途の述語の数，不一致数は同じ単語で異な

る使用用途の述語の数，訂正数は目的語がサ変接続の名

詞だった場合に述語を訂正した数である．グループ B の

例を次に挙げる． 
重複していた述語は，「送る」，「渡す」が同じ用途であ

り，この場合には「渡す」が使用頻度が高かったため「送

る」を「渡す」に統一した．不一致の単語は、「入力する」

が「値を入力する」、「メニューキー（ボタン）を入力す

る」の異なる用途で使用されたため、「メニューキーを入

力する」の用途で使用されていた「入力する」を「押す」

に変更した。訂正した述語は，「～を照合を行う」は目的

語が「照合」，述語が「行う」であり，「照合」はサ変接

続の名詞なので．「～を照合する」に訂正した．ステップ

の分割は，「～を操作し，～を入力する」を「～を操作す

る．～を入力する」に分割した． 
表 2 書式と単語の統一を行った結果（述語） 

A B  
1 回目 2 回目 1 回目 2 回目

単語の種類 38 36 71 56 
重複数 8 2 24 1 
不一致数 0 0 4 0 
訂正数 3 0 2 0 

能動態変更数 0  20  
ステップ分割数 1  9  
総ステップ数 77 78 164 173 

5 まとめ
書式と単語の統一を 2 回行うことによって，全述語の統

一を行うことが出来た．しかし，推敲に用いる要求仕様書

の規模によって 2 回では全ての不整合を無くすことは出来

ないことが考えられる． 
用語集を作成した場合と作成しなかった場合を比較する

と，単語の種類に対して重複単語の割合が後者の方が高い

ことが分かる．また，能動態変更数にも大きな違いが見ら

れる．しかし、グループ A の用語集には、述語が 5 つのみ

定義してあるだけだったため、用語集が直接的にユースケ

ース記述の整合性を取る要因になったとは言えないが、用

語集を作成することで、整合性を取ることを意識しながら、

ユースケース記述を作成したと考えられる。 
単語を 1 つ 1 つ順番に見ていくため，規模が大きくなれ

ばなるほど，確認した単語の中に同じ使用用途の単語があ

ったとしても，見落とす可能性が高くなる．よって，見落

としを出来る限りなくすために今まで確認した単語の使用

用途が容易に確認できるツールを作成する必要がある．ま

た，単語一覧表からユースケース記述を訂正する際に，訂

正する数が多い場合には作業量が増加するため，単語一覧

表を元にユースケース記述を自動で訂正するツールを作成

する必要がある。 
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